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【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年3月15日(2019.3.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　　「被覆リザーバ」という用語は、粒状内相がコアおよびその上の逆腸溶性ポリマーの
コーティングを有するシステムを指す。「粒状内相」という用語は、被覆されていないか
またはアルコール誘発過剰放出耐性ポリマー（alcohol dose-dumping resistance polyme
r）で被覆された顆粒または凝集体またはペレットを包含することが意図されており、コ
ーティングは粒状内相の一部と見なされる。しかし、コーティングは、律速性であるポリ
マーを含有するコーティングを含まない。例えば、逆腸溶性ポリマーのコーティングは、
５．５より上のｐＨで律速性であり得る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乱用防止即時放出性被覆リザーバの形状の粒子であって、
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　ｉ．乱用されやすい薬物を含有するコアおよび前記コアを取り囲む逆腸溶性ポリマーを
含有するコーティングを含む粒状内相、ならびに
　ｉｉ．粒状外相
を含み、
　前記逆腸溶性ポリマーがメチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、ジメチルアミ
ノエチルメタクリレートから成るか、メチルメタクリレートとジエチルアミノエチルメタ
クリレートのコポリマーであり、
　前記粒状内相の前記コアがアルカリ化剤の第一の部分をさらに含み、
　前記粒状外相がアルカリ化剤の第二の部分を含む、前記粒子。
【請求項２】
　前記乱用されやすい薬物が固体散体として前記粒状内相に存在する、請求項１に記載の
乱用防止即時放出性被覆リザーバの形状の粒子。
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